
 

 

 

 

全国特別支援学校病弱教育校長会主催の「ロボットプログラミング選手権 

2021 近畿・東海・北陸地区大会」が、2021年 11 月 2日（火）に開催されました。 

今年度は、本校が近畿・東海・北陸地区の事務局になり、地区大会を運営しました。 

この大会は、FUJISOFT社の Proro(プロロ)というプログラミングロボットを使い、

40cmの土俵の上でロボット相撲を行う大会です。（詳細はこちら） 

 

 

 

 

 

本大会の参加校は、9校 16チームでした。各チーム３名以内のチームを作ります。

刀根山支援学校からは、2 チーム参加しました。本校教育部からは「Violet（ヴァイオ

レット）」、訪問教育部からは「仲良しスピード力士チーム」がエントリー

しました。この２チームは、大会前から Zoom で接続し、互いのプログラ

ムを紹介したり、練習試合をしたりして交流してきました。それぞれ別々

の病院で入院生活を送っていますが、この大会を通じて、互いのことを

認め合うことができました。「仲良しスピード力士チーム」は残念ながら、

１回戦で２０２０年の全国優勝校である岐阜県立長良特別支援学校に

敗退しましたが、初めてのプログラミングは、よい経験になったとはなしていました。 

 「Violet」のプログラムを考えた２人は、少しでも勝率が上がるようにと何度も何度

もプログラムを修正してきました。今までの大会で、先輩たちが作ってきたプログラム

と対戦していく中で、プログラムに磨きをかけました。先輩たちや他のチームとは違う、

オリジナルのプログラムにこだわり、それぞれが工夫された個性あふれるプログラムに

なりました。プログラム提出〆切の日の 6 時限目終了のチャイムが鳴るまで、2 人で

悩みに悩んで微調整を繰り返した甲斐もあって見事、優勝することができました。 

 

 

 

 

 

 

ロボットの動きを考え、考えた通りに動くか、何度も検証する２人。 

https://www.osaka-c.ed.jp/toneyama-y/programming/index.html


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

背景が合成され 

相手にはこのよう

に見えています。 

オンラインでのトーナメント抽選会のようす（抽選会の進行は生徒だけでやりました） 

抽選ルーレットを

エクセルでプログ

ラミングしました。 

11月 2日（火）試合当日のようす 

手に汗握る試合観戦 

負けてしまったとき 勝ったとき 

優勝して賞状を受け取り 

くす玉をわりました。 

開会式 ルール説明 
対戦相手の紹介 

全国大会は、令和4年

2 月 1 日に神奈川県

立横浜南養護学校で

行われます。 


